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 豊島区民社会福祉協議会

規　格 広告掲載料

タテ約 8cm　ヨコ約 9cm 30,000円

タテ約 8cm　ヨコ約 18cm 60,000円

広告掲載を希望する個人・団体・企業を募集しています。
ＰＲなどにご活用ください。
年４回、各６,000部発行、豊島区民社協会員向けに
配布しています。
詳しくは下記までお問合わせください。

問合せ

「豊島福祉」に
広告を掲載してみませんか？

TEL：03-3981-2930

豊島区民社会福祉協議会  総務課

TEL：03-3981-2930

編 集 後 記

デザイン・印刷：㈱美巧社

　連日、テレビや新聞で新型コロ
ナウイルス感染症に関する情報が
溢れ、政府の感染拡大防止対策が
強化される中、今回2度目の緊急
事態宣言が発出された。
　私たちは「3密、ソーシャル
ディスタンス」「不要・不急の外
出を控える」という自粛生活が余
儀なくされる中、いつかは家族が
感染するのではという不安な日々
を送っている。
　この様な状況下で「ひきこもり」
がちとなる地域の皆さんの不安に
応えるには、地域や福祉関係者の
連携による見守りや声掛け、笑顔
のあいさつが「もう一つの太陽」
となり地域を温め不安を融かすこ
とでしょう。

（岡田　実）

  今月の内容  
■令和２年度　感謝状贈呈式を開催いたしました
■令和２年後　赤い羽根共同募金
　　　　　　　歳末たすけあい・地域福祉活動募金のご報告
■地域の活動～コロナに負けるな！地域のつながりで乗り切ろう～
■コロナ特例貸付対応について厚労省と意見交換
■コロナ禍における個別支援、地域活動に関するアンケート調査
■｢HOW TO サバイバル｣講演会（水害編）を開催
■２日でわかる！親族のための成年後見実践講座 開催報告
■ご寄附をありがとうございました

御篤志に心より感謝いたします

ご寄附をありがとうございました 2020年9月1日～ 2020年11月30日

寄附に関する問合せ



●区内のボランティア団体や障害者団体、福祉施設が行うイベントや講座など
●町会・自治会が行う地域活動など
●地域の交流や生きがいづくり、見守りなどを目的とするサロン活動

地域のさまざまな団体への助成金として

令和２年11月５日（木）、としま区民センター６
階小ホールにおいて、2019年度に社会福祉協議会
の事業発展および豊島区の福祉向上に多大なご協
力、ご支援をいただいた方々に感謝状並びに記念
品を贈呈しました。

募金の配分は、地区の町会・自治
会、学識経験者、社会福祉関係団
体等で構成する「配分推せん委員
会」で、地区の福祉ニーズに基づい
て審議し、東京都共同募金会に対
して配分の推せんを行います。

感謝状贈呈式を
開催しました

赤い羽根共同募金
歳末たすけあい・地域福祉活動募金のご報告

共同募金運動は、地域の皆様に支えられ、今年度の運動を実施することが出来ました。
あたたかいご支援とご協力に心より感謝申し上げます。

寄せられた募金の80％が豊島区内の高齢者・障がい者・児童等の施設・事業所等に配分され
ます。令和２年度は区内20の施設・事業所が行う備品整備、修繕、研修事業等に使われました。
配分を受けた施設・事業所から寄せられた「ありがとうメッセージ」の一部をご紹介します。

● 赤い羽根共同募金は…

令和２年度

● ● ● 募金はこのように使われます ● ● ●

令和
２年度
募金額

6,926,286 円

7,214,562 円歳末たすけあい・地域福祉活動募金：

赤 い 羽 根 共 同 募 金 ：

寄せられた募金の100％が豊島区に配分されます。
● 歳末たすけあい・地域福祉活動募金は…

●車椅子に乗ったまま乗り降りできる車両での
　移送サービス
●福祉教育やボランティア講座開催のための費用
●敬老の日訪問の祝状、祝品の経費

社会福祉協議会のこんな事業にも使われます！

受賞された皆様 （順不同　敬称略）
社会福祉功労の部
【評議員】
吉田　英昭
【町会長】
神谷　一彦　　根岸　昭彦　　青木　英彦
【民生委員・児童委員】
伊澤　禮子　　櫻井　幸子　　小倉あけみ　　関根　哲江　　山口　雅子　　増川　雄一
深野みどり　　芳賀　正子　　西山　隆　　　多田美惠子　　清田　万里　　北村眞由美
鹿野　惠子　　吉倉　敎雄　　勝山　邦子　　北澤みよし　　西川　順子　　柳澤　幸彦
川村美知子　　塩入　貴子　　鈴木　惠子　　籾山　禎宏　　山嵜　光子　　柳　照済
吉田　礼子　　大畑　春子　　野中冨美恵　　矢尾　一枝　　榎本　好江

会長特認功労の部
【在宅サービス協力会員】
小澤　操　　　瀬野貴美子　　大久保　繁　　斧田　孝子　　安部　正孝　　大木　道子
加藤佳代子　　井上ます子　　松本　祐二　　江本よし子　　冨田　恒夫　　木下　隆
菱沼　信子
【ひとり親家庭に対する食糧支援】
唐商株式会社　代表取締役　清水勇
NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク　理事長　栗林知絵子

寄附の部
豊島区ゴルフ協会　　豊島区ダンス協会　　東京包装容器リサイクル協同組合
巣鴨街商組合　　田中　英治　　東京土建一般労働組合豊島支部　執行委員長　土橋弘典
株式会社　互助センター友の会　ホテルベルクラシック東京　　東京よさこい大塚華麗
東京防犯健全協力会　　株式会社 ワイズマート　代表取締役社長 吉野秀行
宗教法人 真如苑　　としま女性会
公益社団法人 全日本不動産協会 東京都本部 豊島・文京支部　支部長　荻原武彦
公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会 豊島区支部　支部長　浅原賢一
重林寺　池袋本町中央町会　　巣鴨一丁目町会　　秋吉恵美　　カーブス要町駅前
株式会社セゾン保険サービス　　株式会社光通信　　台湾の姉　玉仙妃

ハートランドひだまり
　ハートランドひだまりでは、喫茶店の営業
を通して調理技術の習得、接客のスキルUP
とともに工賃獲得に取り組んでいます。
　厨房や喫茶店で働くスタッフの白衣やエプ
ロンの洗濯は利用者の作業です。1日2回、7年
以上使用していた衣類乾燥機は、開けたとき
に戸が外れてしまい大変困っていました。
　おかげさまで衣類乾燥機が新しくなり、キ
レイになった白衣を着てみんなで楽しみながら働いています。
　募金をしてくださいました皆様に心から感謝し、大切に使わせていただきます。ありがとうござい
ました。
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『きんぎょサロン』は、毎週水曜日午後2時から区民ひろば上池袋で活動しています。「手
仕事」を通じた楽しみの場づくりとして始まった活動は、制作物の販売収益を社会福祉団体
へ寄附するなど社会貢献活動へと発展しています。　
昨年は、「入学式や卒業式に着る礼服が用意できず、困
ってしまうお子さんがいる」という話を聞き、女の子用の
服を用意することにしました。これまでの制作物の売り上
げで古着屋から何点か購入したほか、ご近所の方等から
寄附してもらった布でスカートを、共布でブローチを作成
しました。
用意した礼服は、必要な方に利用してもらえるよう、子
育て支援に取り組むＮＰＯ法人ワーカーズコープへ託しま
した。
サロン参加メンバーは、一人でも多くのお子さんに卒業
や入学の記念の日を笑顔で迎えてほしいと願っています。

区民ひろば目白運営協議会マスクで広がれ！チャリティーの輪
11月14日、雲一つない秋晴れとなった土曜日の昼下がり、区民ひろば目白で、『マスクで
チャリティー』というイベントが開催されました。
新型コロナウイルス感染症の影響で中止となってしまった『目白ひろばまつり』の代わり
に、区民ひろば目白運営協議会の皆さんが企画したもの。周辺地域の活動団体やひろば利
用者に手づくりマスクの作成を呼びかけ、集まったおよそ600個のマスクを来場者に配付し
チャリティー募金を募りました。会場ではたくさんの色とりどりのマスクからお気に入りの
柄を選ぶ楽しそうな笑顔が見られました。
集まった募金は、豊島区の「コロナに負けるな！としま」寄附金担当に渡されました。

長崎三丁目町会みんなで乗りきろう！
毎年、楽しいイベントを積極的に企画し、実施している長崎三丁目町会。今年はコロナ禍
でイベントを実施できない状況が続いていますが、「こんな時だからこそできることがあ
るはず。大人から子どもまで楽しんでもらいたい。地域のつながり、心の絆を大切にした
い」と、10月に「がんばろう！みんなで乗りきろう！グッズ」として非常時に役立つ防災ラジ
オとエコバッグを町会員約600軒の家に、安否確認も兼ねてポスティングを行いました。
また、町会掲示板と役員宅に、町会の皆さんにエールを送るために手作りのポスターを
貼りました。ポスターを貼るだけで皆の気持ちが違うと好評です。
「町会としてメッセージを出すのが効果的だと思います。町会がいろいろイベントを考え
て実施することで皆さんに安心してもらえると実感しています」と、
長崎三丁目町会役員の竹村さんはお話してくれました。

上池袋きんぎょサロン笑顔で記念の日を迎えてほしい
サロン寿元気な笑顔に会いたくて

地 域 の 活 動

　月に一度、午前10時、西池袋4丁目の住宅街の一角。いつもの仲間が集まって『サロン寿』
が始まります。
　元々この「サロン」は、どの区民ひろばへ行くにもちょっと離れているこの地区で「高齢者
が家に閉じこもらないように」と元・民生委員の中島さんが、ご近所の方たちへ声をかけて
スタートしました。
　今では「最近は、ここに来ることだけが楽しみなのよ」という方もいます。「コロナ禍で、
顔が見えないと心配でしょう。時々こうしてみんなの笑顔に会いたいから続けているのよ」
と中島さんは話してくれました。
　社協のＣＳＷや地域包括支援センターの見守り支援事業担当もこのサロンにお邪魔し
て、相談を受けたり、地域の
情報をお知らせしたりしてい
ます。
　何気ない集まりですが、参
加者の皆さんには、かけが
えのない場となっています。

～コロナに 負けるな！地域のつながりで乗り切ろう～
  新しい生活様式を強いられる毎日ですが、各地  域では多くの皆さんが元気に活動されています｡

ほんの一部ですが、ご紹  介させていただきます。
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用意した礼服は、必要な方に利用してもらえるよう、子
育て支援に取り組むＮＰＯ法人ワーカーズコープへ託しま
した。
サロン参加メンバーは、一人でも多くのお子さんに卒業
や入学の記念の日を笑顔で迎えてほしいと願っています。

区民ひろば目白運営協議会マスクで広がれ！チャリティーの輪
11月14日、雲一つない秋晴れとなった土曜日の昼下がり、区民ひろば目白で、『マスクで
チャリティー』というイベントが開催されました。
新型コロナウイルス感染症の影響で中止となってしまった『目白ひろばまつり』の代わり
に、区民ひろば目白運営協議会の皆さんが企画したもの。周辺地域の活動団体やひろば利
用者に手づくりマスクの作成を呼びかけ、集まったおよそ600個のマスクを来場者に配付し
チャリティー募金を募りました。会場ではたくさんの色とりどりのマスクからお気に入りの
柄を選ぶ楽しそうな笑顔が見られました。
集まった募金は、豊島区の「コロナに負けるな！としま」寄附金担当に渡されました。

長崎三丁目町会みんなで乗りきろう！
毎年、楽しいイベントを積極的に企画し、実施している長崎三丁目町会。今年はコロナ禍
でイベントを実施できない状況が続いていますが、「こんな時だからこそできることがあ
るはず。大人から子どもまで楽しんでもらいたい。地域のつながり、心の絆を大切にした
い」と、10月に「がんばろう！みんなで乗りきろう！グッズ」として非常時に役立つ防災ラジ
オとエコバッグを町会員約600軒の家に、安否確認も兼ねてポスティングを行いました。
また、町会掲示板と役員宅に、町会の皆さんにエールを送るために手作りのポスターを
貼りました。ポスターを貼るだけで皆の気持ちが違うと好評です。
「町会としてメッセージを出すのが効果的だと思います。町会がいろいろイベントを考え
て実施することで皆さんに安心してもらえると実感しています」と、
長崎三丁目町会役員の竹村さんはお話してくれました。

上池袋きんぎょサロン笑顔で記念の日を迎えてほしい
サロン寿元気な笑顔に会いたくて

地 域 の 活 動

　月に一度、午前10時、西池袋4丁目の住宅街の一角。いつもの仲間が集まって『サロン寿』
が始まります。
　元々この「サロン」は、どの区民ひろばへ行くにもちょっと離れているこの地区で「高齢者
が家に閉じこもらないように」と元・民生委員の中島さんが、ご近所の方たちへ声をかけて
スタートしました。
　今では「最近は、ここに来ることだけが楽しみなのよ」という方もいます。「コロナ禍で、
顔が見えないと心配でしょう。時々こうしてみんなの笑顔に会いたいから続けているのよ」
と中島さんは話してくれました。
　社協のＣＳＷや地域包括支援センターの見守り支援事業担当もこのサロンにお邪魔し
て、相談を受けたり、地域の
情報をお知らせしたりしてい
ます。
　何気ない集まりですが、参
加者の皆さんには、かけが
えのない場となっています。

～コロナに 負けるな！地域のつながりで乗り切ろう～
  新しい生活様式を強いられる毎日ですが、各地  域では多くの皆さんが元気に活動されています｡

ほんの一部ですが、ご紹  介させていただきます。

としまふくし  No.269　5



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
！

お
前
の
悪
さ
も

こ
れ

 

ま
で

   

だ
！

受
け
て
み
ろ
！

ふ
く
じ
い
ビ
ー
ム
！！

夢
か
ぁ

そ
ん
な
に
簡
単

に
は
や
っ
つ
け
ら
れ

そ
う
も
な
い
の
ォ
〜

今
で
き
る
こ
と
を

や
り
ま
し
ょ
う

適
切
な
予
防

を
行
い
、
自
分
自
身
と

周
り
の
人
を
守
り
ま
し
ょ
う

　新型コロナウイルスの感染拡大により、「三密」を避け
る生活が求められ、私たちの日常にさまざまな影響を及ぼ
しています。
　社協では、こうした状況の中で、区民の皆さんがどのよ
うな不安を感じ、どのような支援を必要とされているのかを
把握するため、日頃からボランティアや見守りなどの地域福
祉や社会活動に関わっておられる方々を対象にアンケート調
査を実施しました。ご協力いただいた皆様ありがとうござい
ます。
　現在、集計作業を進めてお
りますが、結果をもとにして、
今後の事業展開に
取り組んでまいり
ます。引き続きご
協力をお願いいた
します。

　昨年10月21日、山本博司厚生労働副大臣が豊島区民社協を
訪問し、コロナ禍での生活福祉資金（特例貸付）の緊急小口資
金、総合支援資金の貸付状況、対応状況を視察しました。社協
からは、田中幸一郎会長、常務理事らが対応、区からも高際み
ゆき副区長、田中真理子保健福祉部長らが同席しました。視察
後は、特例貸付制度の運用等について意見交換を行いました。

｢コロナ禍における
個別支援､ 地域活動」
に関するアンケート調査
を実施しました

コロナ特例貸付対応
について厚労省と意見交換
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開 催 報 告

　1月21日、22日の2日間、司法書士の山本健二郎氏を講師に、法定後見の申立手続きから
後見人の業務まで、基本的な実務が学べる講座を行いました。障がいのある方の保護者、高
齢の親族がいる方から、高齢・障がい分野の支援者まで様々な方が参加されました。
　参加者の方から、「2日間で少し不安が解消された部分があった」、「個人的には大変だと思っ
た」、「家族が遠方で疎遠、コロナ禍で動けないケースもある」などの意見がありました。
　また、今回初めて録画した
講座内容を配信するオンライ
ン視聴も実施しました。平日
に仕事をしている方からは、休
日に自宅で受講したいという
声も多く、今後も実施の必要
性を感じました。

　令和2年9月・11月、豊島ボランティアセンターでは、災害
ボランティア登録者を対象とした講演会「HOW TO サバイバ
ル」を開催しました。講師としてNPO法人プラス・アーツの
小倉丈佳氏をお招きし、STEP1では分散避難の考え方・避難の条件と避難先・在宅避難や避
難所で役立つグッズなどについて行い、STEP2ではニュースなどでキャッチすべき情報の種
類と意味・警戒レベルの見方・避難するタイミングと正しい避難先・避難する際の服装や注
意点などについて行いました。
　参加者からは、「豊島区の情報を取り入れてくれていてわかりやすかった」「水害に特化し
た講演はあまりなかったので、大変勉強になりました」「防災グッズについて詳しい情報をご
教示いただき、誰でもすぐに取り組める実践的な内容でした」などの意見がありました。

｢HOW TO サバイバル」
  講演会（水害編）を開催

災害ボランティア向け

福祉サービス権利擁護支援室「サポートとしま」
2日でわかる！
親族のための成年後見実践講座

▲講師の小倉氏

▲防災グッズの紹介

▲避難時に適した服装クイズの様子

コロナ禍ということで､
募集人数を絞り、

ソーシャルディスタンスを
保って開催しました｡

▲手指消毒、検温、ソーシャルディスタンスを確保できる座席の配置で実施
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三輪　　綠（池袋東地区）
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大山さと子（長崎第一地区）

松﨑伊津枝（長崎第二地区）

広瀬　孝一（社協）

2021年2月
社会福祉法人
豊島区民社会福祉協議会
豊島区東池袋1－39－2
豊島区役所 東池袋分庁舎3,4階
☎03-3981-2930

表　　紙

広報委員

発　　行

 豊島区民社会福祉協議会

規　格 広告掲載料

タテ約 8cm　ヨコ約 9cm 30,000円

タテ約 8cm　ヨコ約 18cm 60,000円

広告掲載を希望する個人・団体・企業を募集しています。
ＰＲなどにご活用ください。
年４回、各６,000部発行、豊島区民社協会員向けに
配布しています。
詳しくは下記までお問合わせください。

問合せ

「豊島福祉」に
広告を掲載してみませんか？

TEL：03-3981-2930

豊島区民社会福祉協議会  総務課

TEL：03-3981-2930

編 集 後 記

デザイン・印刷：㈱美巧社

　連日、テレビや新聞で新型コロ
ナウイルス感染症に関する情報が
溢れ、政府の感染拡大防止対策が
強化される中、今回2度目の緊急
事態宣言が発出された。
　私たちは「3密、ソーシャル
ディスタンス」「不要・不急の外
出を控える」という自粛生活が余
儀なくされる中、いつかは家族が
感染するのではという不安な日々
を送っている。
　この様な状況下で「ひきこもり」
がちとなる地域の皆さんの不安に
応えるには、地域や福祉関係者の
連携による見守りや声掛け、笑顔
のあいさつが「もう一つの太陽」
となり地域を温め不安を融かすこ
とでしょう。

（岡田　実）

  今月の内容  
■令和２年度　感謝状贈呈式を開催いたしました
■令和２年後　赤い羽根共同募金
　　　　　　　歳末たすけあい・地域福祉活動募金のご報告
■地域の活動～コロナに負けるな！地域のつながりで乗り切ろう～
■コロナ特例貸付対応について厚労省と意見交換
■コロナ禍における個別支援、地域活動に関するアンケート調査
■｢HOW TO サバイバル｣講演会（水害編）を開催
■２日でわかる！親族のための成年後見実践講座 開催報告
■ご寄附をありがとうございました

御篤志に心より感謝いたします

ご寄附をありがとうございました 2020年9月1日～ 2020年11月30日

寄附に関する問合せ

寄附金（敬称略） 寄附物品（敬称略）
寄附者氏名

光森　勝子

明治安田ライフプランセンター㈱

荒川　和則・文子

㈱光通信

佐藤　秀子

豊島理容組合女性部

武山　由起夫

秋吉　恵美

匿名　4件

寄附者氏名 金額（円）
豊島区グラウンド・ゴルフ協会 23,150

伴　真由美 5,000

りぷりんと・としま　未使用はがき資金化 1,575

石川　和代（未使用はがき・切手資金化含む） 9,212

使用済み切手換金分 12,202

井上　淑恵 5,000

東京防犯健全協力会 200,000

匿名　11件 58,303

合計 314,442


